
保険給付費; 623百万円（46.81%）

*加入者の皆様の医療費として支払いました

健康保険料収入; 1,219百万円（89.53%）

*被保険者の皆様と事業主から納めていただいた保険料です

納付金; 597百万円（44.87%）

*高齢者医療制度への納付金として国へ納めました

国庫補助金等; 7.8百万円

保健事業費; 32百万円

雑収入; 1.2百…

事務費; 57百万円…

調整保険料; 20.2百…

還付金等; 0.3百万円

財政調整事業交付金; 42.7百万円

財政調整事業拠出金; 20.1百万円

その他;0.1百万円
その他; 1百万円

繰入; 70百万円（5.14%）[総収入] 13億61百万円

け ん ぽ 通 信

令和6年度決算の報告について

Ｊ－オイルミルズ健康保険組合けんぽ通信 J-オイルミルズ健康保険組合
〒104-0044 東京都中央区明石町8-1

Tel.03-5148-7102 Fax.03-5148-9950

https://www.jom-kenpo.or.jp～令和7(2025)年8月～

令和7年7月28日第138回組合会において、令和6年度決算が承認されました。
令和6年度一般勘定について、収入総額13億61百万円、支出総額13億30百万円、収支差引額31百万円で終
了しましたが、経常収支ではー89百万円で2期連続の赤字決算となりました。

決算の基礎数値 

健康保険

＊平均被保険者数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２,００９人
＊平均標準報酬月額・・・・・・・・・・・・・・・ ４４９,５４６円
＊総標準賞与額（年間合計）・・・・・・・ ３,８８０百万円
＊被保険者平均年齢・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５．８２歳
＊保険料率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８．５０／１００

事業主負担・・・・・・・・・・・・・・・・・・５．１０／１００
被保険者負担・・・・・・・・・・・・・・・・３．４０／１００

介護保険

＊平均保険料徴収者数・・・・・・・・・・・・・・・・・ １,２８５人
＊平均標準報酬月額・・・・・・・・・・・・・・・ ４８８,１８１円
＊総標準賞与額（年間合計）・・・・・・・ ２,７５４百万円
＊保険料率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１．８０／１００

事業主負担・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．９０／１００
被保険者負担・・・・・・・・・・・・・・・・０．９０／１００

一般勘定（健康保険に関する会計）

（経常収入）１２億２１百万円  ー （経常支出）１３億１０百万円  ＝ ー８９百万円

※経常収支とは、健保組合の経営指標となる収支のことです。経常収入が経常支出を下回ったため、２期連続の経常赤字となりました。

[総支出] 13億30百万円

決算のポイント（一般勘定）
【収入の部】
✓ 健康保険料収入は、被保険者数が130名減少（マイナス要因）したものの、保険料の算定基礎となる年間平均
標準報酬月額は449,546円（前年度448,283円）、標準賞与額（年間合計）は3,879百万円（前年度
3,331百万円）と増加（プラス要因）したことで、結果としては前年度比+0.6％の1219百万円となりました。

【支出の部】
✓ 支出の保険給付費は、高額医療費の多数発生により、前年度から20百万円増加（対前年度3.3%増）しました。
✓ 納付金は、令和6年度に確定・精算される令和4年度の前期高齢者給付費が減少したことにより、前年度から44百
万円減少（対前年度6.9%減）となりました。

✓ 収入不足を補填するため、別途積立金から70百万円繰入を行いました。
✓ 決算残金は、財政調整事業繰越金を除き、別途積立金に積み戻しを行います。 次ページは介護保険ほか



介護勘定（介護保険に関する会計）

介護納付金；1億75百万円

0 

介護保険料；1億85百万円

還付金;44千円0 

（収入）１億８5百万円  ー （支出）１億７５百万円  ＝ １０百万円

[収入] 1億82百万円

[支出] 1億7５百万円

決算のポイント（介護勘定）
✓ 介護勘定の収支状況は、収入総額1億85百万円、支出総額1億75百万円、収支差引額10百万円で終了
しました。 決算残金は、準備金に積み立てを行います。

健保組合を取り巻く状況

全国の健康保険組合を取り巻く状況は、従来にも増して大変厳しい状況になっています。健康保険組合連合会

の令和7年度健保組合予算早期集計では、健保組合全体の経常収支差額は3,800億円の赤字となり、赤字組

合の数は全体のおおよそ8割となっています。また、平均保険料率は93.4‰と過去最高を更新し、全体の4分の1を

占める健保組合が、協会けんぽの平均保険料率である100‰以上の水準となっています。

このように、賃上げ効果等により保険料収入が増えている状況の中においても、高齢者医療への拠出金の負担増

加に追い付かず、健保組合の財政は依然として厳しい状況にあります。

当健保組合は93‰よりも低い保険料率の85‰を維持しておりますが、医療の高度化や高額医療の多数発生に

伴い医療費は増加傾向、被保険者数の減少もあり、令和6年度は経常収支において約9千万円の赤字決算となり、

今後も医療費と納付金を合わせた義務的経費が増加する中、財政影響が懸念されます。加入者の皆様におかれま

しては、当健保組合が実施する保健事業を積極的にご活用になり、年1回の健康診断を受診するなど疾病予防、

重症化予防に努めていただき、医療費の節減にご協力をお願いいたします。

被扶養者資格確認調査が10月から始まります！

被扶養者の認定を受けている方が、引き続き「認定要件」を備えているかを確認します。

今年度もweb申請（iBss）となります。対象者のいる被保険者の方には10月中旬ころ、健保より
直接メールでご案内いたします。
対象者で収入のある被扶養者の方の給与明細等、破棄しないようにお願いいたします。

【調査対象者年齢基準：満２３歳到達以上/令和８年３月３１日時点】

次ページは健康スコアリングレポート

【お知らせ】



2024年度版（2023年度実績）健康スコアリングレポートが公表されました！
健康スコアリングレポートは、各健保組合の加入者の健康状態や健康づくりへの取組状況等について、全健保組合平均と

比較して見える化したものであり、健保組合ではこの情報を事業主と共有し、皆様への予防・健康づくりの取り組みに活用

していきます。

＊本レポートは厚生労働省、経済産業省、日本健康会議が協働して作成した 2023年度データのもので、すべての健保組合に通知されています。

レポートの見方

全健康保険組合平均を100とした際の各組合の相対値を高い
順に5等分し、良好から不良の5段階で表記しています。

40 歳以上の方が対象の「特定健診」は、2022年度、92％の被保険者が受けているものの、被扶養者は44％にとどまっ

ており、全体の実施率を下げています。特定健診はメタボリックシンドロームや生活習慣病を早期発見することを目的として

います。その特定健診の結果、生活習慣病のリスクが高いと判定された方に対して、保健師や栄養管理士が個別に支援

を行うプログラムが特定保健指導です。コロナ禍により実施率が最も低かった 2021年度より回復はしていますが、まだまだ

実施率は低い状況です。ご案内が届いた方は、健康維持に役立つ知識を身につけるためにも、積極的にご参加をお願い

します。

特定健診の結果より、肥満・血圧・肝機 能・脂質・血糖の５項目について、生活習慣病リスク保有者の割合を全組合平

均等と比較して示しています。（※2022年度に特定健診を受診した者のみのデータを集計）

健康状況の評価は平均より良好ですが、肝機能リスク保持者の割合が他の項目に比べて高いことが分かります。健康な肝

臓を保つために、適度な飲酒を心掛けましょう。
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